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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃

い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
４
日
、
か

ね
て
よ
り
改
修
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
役
場
新
庁

舎
が
完
成
し
、
新
年
の
仕
事

始
め
並
び
に
開
庁
式
典
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
近

隣
や
関
係
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
庁
舎
が
、
町
民
皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
住
民

福
祉
の
向
上
に
向
け
、
旧
庁

舎
跡
地
の
有
効
利
用
と
共
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
定
住
促
進
事

業
住
宅
取
得
奨
励
補
助
金
を

創
設
し
ま
し
た
。
40
歳
未
満

の
若
者
や
夫
婦
を
対
象
に
、

住
宅
取
得
経
費
を
最
大
で

１
５
０
万
円
補
助
す
る
事
業

で
す
。
ま
た
、
町
内
の
景
観

保
全
や
安
全
安
心
な
暮
ら
し

を
進
め
る
た
め
、
空
き
家
除

却
費
の
補
助
も
始
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
ど
も
園
・
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
料
化

や
高
校
生
の
通
学
定
期
代
補

助
も
実
施
し
、
子
育
て
環
境

の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
50
年
以
上
の
ご
夫
婦
へ

お
祝
い
記
念
品
を
贈
呈
、
70 

歳
以
上
の
皆
さ
ま
に
は
町
報

で
温
泉
利
用
券
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
平
成
31
年

度
に
完
成
予
定
で
す
。
現
在

ダ
ム
本
体
工
事
は
９
割
近
い

進
捗
率
と
の
こ
と
で
、
ダ
ム

本
体
に
は
観
光
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
ダ

ム
下
に
は
、猿
橋
・
道
の
駅
「
あ

が
つ
ま
峡
」・
天
狗
の
湯
な
ど

が
あ
り
、
さ
ら
に
吾
妻
線
廃

線
利
用
の
自
転
車
型
ト
ロ
ッ

コ
観
光
を
含
め
て
、
長
野
原

町
と
連
携
し
な
が
ら
八
ッ
場

ダ
ム
を
周
遊
す
る
観
光
を
展

開
し
ま
す
。

　

上
信
自
動
車
道
建
設
事
業

は
、
町
内
各
地
で
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。
上
信
道
を
走

行
予
定
の
Ｊ
Ｒ
高
速
バ
ス
の

停
留
所
を
イ
ン
タ
ー
近
く
に

設
置
し
、
駐
車
場
と
直
結
さ

せ
る
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
方
式

に
よ
る
施
設
整
備
を
進
め
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
れ
か

ら
も
町
民
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
尊
重
し
、
議
会
と
連
携
し

な
が
ら
職
員
と
共
に
努
力
を

重
ね
、
子
育
て
支
援
や
定
住

促
進
、
お
年
寄
り
の
福
祉
な

ど
地
方
創
生
に
取
り
組
む
中

で
、
東
吾
妻
町
第
２
次
総
合

計
画
「
住
民
が
誇
り
を
持
っ

て
暮
ら
す
ま
ち
」
の
目
標
達

成
に
邁
進
す
る
こ
と
を
改
め

て
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
本
年
が
、
町

民
皆
さ
ま
に
と
っ
て
最
良
の

年
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て

東
吾
妻
町

　
町
長中

澤
恒
喜

賀　正　 2019 年　亥　年
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い

で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

異
常
気
象
に
よ
り
、
昨
年

は
６
月
末
に
気
象
庁
か
ら
梅

雨
明
け
宣
言
が
報
じ
ら
れ
、

７
月
か
ら
猛
暑
が
続
き
、
７

月
上
旬
に
は
西
日
本
を
中
心

と
し
た
広
い
範
囲
で
集
中
豪

雨
や
北
海
道
地
方
で
も
大
き

な
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の

方
々
が
命
を
落
と
さ
れ
、
多

く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
、

西
日
本
豪
雨
災
害
お
よ
び

北
海
道
地
震
災
害
に
対
し
ま

し
て
日
本
赤
十
字
社
群
馬
県

支
部
を
通
じ
些
少
で
は
あ
り

ま
す
が
義
援
金
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
避
難
生
活

を
送
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の

一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

吾
妻
は
災
害
が
無
く
良
い

土
地
だ
と
耳
に
し
ま
す
が
、

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ま

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に

も
、
町
、
議
会
が
中
心
と
な

り
防
災
訓
練
や
避
難
訓
練
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
30
年
か
ら
平

成
30
年
の
長
き
に
わ
た
り
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
地
方

自
治
の
舞
台
と
な
っ
た
旧
役

場
庁
舎
が
老
朽
化
に
伴
い
、

平
成
30
年
12
月
い
っ
ぱ
い
で

長
い
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ

ま
し
た
。

　

旧
庁
舎
は
解
体
さ
れ
更
地

に
す
る
予
定
で
す
。
玄
関
先

に
赤
松
や
木
々
が
残
り
ま
す

が
、
長
年
子
供
の
よ
う
に
町

内
の
造
園
業
者
が
手
塩
に
か

け
管
理
手
入
れ
を
さ
れ
守
っ

て
き
ま
し
た
。
町
民
の
方
々

か
ら
木
々
は
ど
う
す
る
の
で

す
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
々
に
も
建
物
同
様
歴
史
が

あ
り
、
ど
こ
か
へ
移
植
し
て

残
し
た
い
で
す
ね
。

　

東
吾
妻
町
第
２
次
総
合

計
画
２
０
１
８
年
か
ら

２
０
２
７
年
版
が
で
き
あ
が

り
、
計
画
に
沿
っ
て
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
財
政
再
建
、
少
子

高
齢
化
な
ど
多
く
の
問
題
が

山
積
す
る
な
か
、
町
、
議
会
、

町
民
の
皆
さ
ま
が
一
体
と
な

り
、
今
こ
そ
将
来
を
し
っ
か

り
見
据
え
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
責
務

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
１
月
４
日

に
新
し
い
役
場
庁
舎
が
開
庁

の
運
び
と
な
り
業
務
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
執

行
部
並
び
に
議
会
も
建
物
の

構
造
に
一
日
も
早
く
慣
れ
、

サ
ー
ビ
ス
に
不
手
際
が
な
い

よ
う
心
新
た
に
議
員
全
員
で

力
を
合
わ
せ
職
務
に
つ
と
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

城
づ
く
り
の
新
し
い
役
場

庁
舎
が
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

り
、
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
役

場
を
訪
れ
る
方
々
が
戸
惑
わ

な
い
よ
う
窓
口
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入

れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
は
亥
年
、
そ
れ
ぞ
れ

目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

た
だ
き
、
新
年
が
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り
多
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

東
吾
妻
町

　
議
会
議
長

浦
野
政
衛

将来に向けたまちづくりへ
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平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
か
ら
新
庁
舎

で
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
へ
の
移
転
に
よ
り
、
所
在
地
、

電
話
番
号
、
新
庁
舎
内
の
配
置
な
ど
は

次
の
と
お
り
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
所
在
地

　

東
吾
妻
町
大
字
原
町
１
０
４
６
番
地

■
電
話
番
号

　
（
☎
68
・
２
１
１
１
）

※
教
育
課
の
う
ち
社
会
教
育
係
、
社
会

　

体
育
係
、
文
化
財
保
護
係
は
、
こ
れ

　

ま
で
ど
お
り
東
支
所
と
な
り
ま
す
。

　
（
☎
59
・
３
３
７
０
）

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　
（
68
・
４
９
０
０
）

■
施
設
概
要
（
設
計
当
初
）

・
敷
地
面
積
：
１
０
２
９
５
・
０
２
㎡

<

増
築
棟
：
鉄
骨
造
３
階
建
て>

５
９
０
・
８
９
㎡

<

本
庁
舎
棟
：
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て>

３
４
３
２
・
２
３
㎡

<

渡
り
廊
下
：
鉄
骨
造
２
階
建
て>

２
５
・
２
５
㎡

<

議
場
棟
：
Ｓ
＋
Ｒ
造
３
階
建
て>

４
６
５
・
６
１
㎡

<

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　

：
Ｓ
＋
Ｒ
造
３
階
建
て>

１
９
６
０
・
５
１
㎡

・
増
設
改
装
費
：

８
億
８
３
５
４
万
円
（
税
抜
き
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

管
財
係

　
（
担
当 

日
野
辰
彦
）　

役場本庁舎が移転しました

フ
ロ
ア
ガ
イ
ド

　

１
Ｆ

①　

町
民
課

②　

保
健
福
祉
課

③　

会
計
課

④　

税
務
課

　

２
Ｆ

⑤　

町
長
室

⑥　

副
町
長
室

⑦　

秘
書
室

⑧　

総
務
課

⑨　

企
画
課

⑩　

地
域
政
策
課

⑪　

農
林
課

⑫　

農
業
委
員
会
事
務
局

⑬　

建
設
課

⑭　

上
下
水
道
課

　

３
Ｆ

⑮　

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課

　
　
（
学
校
教
育
業
務
）

⑯　

教
育
長
室

⑰　

議
会
事
務
局

⑱　

正
副
議
長
室

⑲　

議
員
控
室
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 2Ｆ

 1Ｆ

フロアマップ 新庁舎は３階建てで、これまで別棟にあった上下水道課や教育
委員会事務局教育課（学校教育業務）が新庁舎に移転するため、
各種窓口での手続きが利用しやすくなります。

１階フロアには証明
書の発行や届け出な
ど、利用の多い窓口
のある部署を主に１
階フロアに配置しま
した。また、授乳室
を新たに設置し、子
ども連れでも利用し
やすくなっています。

２階フロアには業務
部 門 ご と に 集 約 し、
今まで別棟での業務
となっていた、上下
水道課が新庁舎へ移
転となりました。効
率性の高い機能的な
レイアウトとなって
います。

３階フロアには議会、
教育委員会、会議室
をエリア分けして配
置してあります。教
育委員会事務局教育
課の学校教育業務は
東支所内から新庁舎
へ移転し各課と連携
しやすくなりました。

EV

EV

第１

相談
コーナー

委員会室
第２
委員会室

会議室

会議室倉庫

会議室

調理室

議　場

和　室

和　室
休養室

相談室

更衣室 更衣室 更衣室 書　庫

階段

階段

書庫・倉庫

ボランティア室

⑮

⑯

⑰

⑱ ⑲

⑥

⑦ 消防防災指令室

EV

防災室

相談コーナー

相談コーナー

相談
コーナー

書　庫

印刷室倉庫

倉庫 会議室

階段

階段

階段

コンベンション

ホール

階段
会議室

更衣室

⑤

EV

⑧ ⑧ ⑨

⑩
⑪

⑫

⑬
⑭

①

デジタル

当直室

ＥＶ

書　庫 書　庫 倉　庫更衣室
多目的ホール

電気・機械室会議室

ストックヤード

職員通用口

階段

外階段

階段

相談
コーナー

パス
ポート

正面入り口

サイネージ

②

③

④

授
乳
室

更
衣
室

 3Ｆ
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Higashiagatsuma　Town News

　町内各地区のこども園で幼年消防運動が行われ
ました。各園児たちは、拍子木を鳴らしながら

「マッチ１本火事の元」と火の取り扱いに注意す
るように近隣住民へ呼びかけました。写真は『お
おど介護支援センター』で火の取扱いに用心する
ように伝えている１枚です。

 幼年消防運動
火  の用心

米  食味分析鑑定コンクール

　第 20 回米・食味分析鑑定コンクール国際大会 in
飛騨が 11 月 26 日・27 日に岐阜県高山市で開催さ
れました。町から坂上地区の「あがつまさくや姫生
産組合」の３名（宮﨑要平さん、大塚春夫さん、大
塚美雄さん）が総合部門で特別優秀賞を受賞されま
した。

　11 月 15 日に坂上小学校で生徒をはじめ地域の
方々が認知症について学びました。講師は NPO
法人「お互い様ネットワーク」のスタッフの皆さ
んで、劇を通して認知症について知ってもらい、
認知症への偏見をなくしたり、理解者を増やした
りする活動をしています。

坂上小学校・学校保健委員会
認  知症サポーターになろう

　11 月 10 日に中央公民館で『おもしろ科学教室』
が開催されました。吾妻郡内の子どもたち 43 名
が参加し、かざぐるまを使って風を上手く使う方
法について学びました。「風車でおもりを持ち上
げるには」という課題に対して、子どもたちは羽
の折り方や羽の枚数などを工夫してかざぐるまを
作っていました。

おもしろ科学教室
風  を上手に使うには？

国際大会特別優秀賞受賞
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ひがしあがつまタウンニュース

 男性の料理教室
調  理の楽しさを知って

　11 月 17 日に町民体育館で杉並区・東吾妻町バ
レーボール交流会が開催されました。今年は杉並
区のほかに、杉並区と交流自治体である福島県北
塩原村と南相馬市のバレーボールチームも参加
し、親睦を深めました。

　中央公民館で 11 月 20 日に町食生活改善推進
協議会による男性の料理教室が行われました。焼
きギョウザやきのこのみぞれ汁、抹茶のブラマン
ジェなどを作りました。１月 24 日に今年度最後
の男性の料理教室を開催しますので、興味のある
方は保健センターまで問い合わせください。

バスケットボールクリニック
プ  ロから直々の指導

　11 月 18 日に町民体育館で郡内中学校のバス
ケットボール部員と町内のミニバスケットボール
をしている小学生を対象とした水仙ちゃんクリ
ニックが行われました。講師にはオリンピックに
２度出場された大山妙子さん（東京出身）をお招
きして、午前中は基本技術練習を中心に、午後は
試合形式で各々の技術に磨きをかけました。

 杉並・東吾妻バレーボール交流
交  流自治体４市区町村で

 東小学校プログラミング講習
情  報化社会に向けて

　11 月 22 日に東小学校で外部講師（渋川市教育
研究所：上原志之夫先生）をお招きしプログラミ
ングの授業が行われました。東小学校は 2020 年
のプログラミング授業義務化に備え先取り授業
を行いました。まずはプログラムを記憶させるロ
ボットの組み立て、パソコンを使ってプログラム
を作りロボットに実行させました。
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皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
の
年
号
と
し

て
は
最
後
の
年
明
け
で
す
。
今
年
は
新
た

に
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
る
な
ど
文

化
財
に
と
っ
て
も
新
た
な
年
と
な
り
そ
う

で
す
。

　
新
年
最
初
の
歴
史
・
文
化
探
訪
は
蕨
手

刀
に
つ
い
て
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
蕨
手
刀
と
は
？

　

蕨
手
刀
は
東
吾
妻
町
の
大
宮
巌
鼓
神
社

に
伝
世
品
と
し
て
伝
わ
る
刀
で
す
。
昭
和

55
年
に
群
馬
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
（
な
お
蕨
手
刀
と
い
う
名
前
の

初
見
は
、
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
に
刊

行
さ
れ
た
『
撥
雲
余
興
』
と
い
う
本
に
書

か
れ
た
「
南
都
東
大
寺
黒
装
蕨
手
刀
」
と

い
う
表
記
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

全
長
53
㎝
、
刃
長
40
・
8
㎝
、
柄
長

12
・
2
㎝
で
刀
身
の
み
が
残
っ
て
い
ま

す
。
蕨
手
刀
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
古
墳

や
墓
、
竪
穴
住
居
な
ど
か
ら
出
土
す
る

こ
と
が
一
般
的
な
の
で
す
が
、
大
宮
巌
鼓

神
社
の
よ
う
に
伝
世
し
た
も
の
は
珍
し

く
、
同
様
の
例
と
し
て
は
東
大
寺
正
倉
院

の
例
が
あ
り
ま
す
。
御
物
と
し
て
伝
わ

り
、『
正
倉
院
御
物
目
録
』（
大
正
13
年
、

１
９
２
５
年
）
に
は
「
黒
作
横
刀
第
八
号
」

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は

全
長
61
・
６
㎝
、
刃
長
49
・
6
㎝
、
柄
長

12
・
8
㎝
と
や
や
大
宮
巌
鼓
神
社
の
も
の

よ
り
大
き
く
、
鞘
や
各
金
具
類
な
ど
も
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
大
宮
巌
鼓
神
社
に
伝
わ
る
蕨
手
刀

は
ど
の
よ
う
に
見
つ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
一
説
で
は
弘こ
う
じ治
年
間
（
１
５
５
５
～

１
５
５
８
）
に
真
田
氏
に
よ
っ
て
神
社
本

殿
を
修
復
し
た
際
に
こ
の
蕨
手
刀
が
屋
根

か
ら
落
下
し
て
き
た
と
伝
わ
り
、
再
発
見

は
安
永
２
年
（
１
７
７
３
）
に
同
じ
く
社

殿
の
修
理
に
伴
っ
て
の
よ
う
で
す
。
伝
世

品
と
し
て
も
珍
し
い
の
で
す
が
、
そ
の
発

見
の
さ
れ
方
も
珍
し
い
も
の
で
神
社
本
殿

の
屋
根
裏
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
誰
が
、
い
つ
こ
の
刀
を
奉
納
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？
屋
根
裏
を
選
ん
だ
そ

の
目
的
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

●
蕨
手
刀
の
近
年
の
動
向
は
？
？

　

さ
て
こ
の
蕨
手
刀
に
つ
い
て
は
、
最
近

刊
行
さ
れ
た
黒
済
和
彦
氏
の
著
書
、『
蕨

手
刀
の
考
古
学
』（
平
成
30
年
12
月
刊
）

に
非
常
に
細
か
く
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
参
考
に
現
在
の
注

目
点
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
こ
の
蕨
手
刀
、
全
国
で
ど
の
く
ら

い
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
確
認
場
所
は
、
北
は
北
海
道
の
羅ら
う
す臼

町
（
さ
ら
に
北
の
国
後
島
で
も
確
認
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
詳
細
は
不
明
の
よ

う
で
す
）、
南
は
鹿
児
島
県
の
肝き

も
つ
き付
町
と

ま
さ
に
日
本
列
島
を
縦
断
す
る
よ
う
に

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
数
は

３
１
８
点
（
北
海
道
48
、
東
北
２
０
６
、

関
東
29
、
甲
信
越
21
、
中
部
４
、
畿
内
１
、

中
国
２
、四
国
２
、九
州
３
、
不
明
２
）
で

そ
の
多
く
は
北
海
道
・
東
北
地
方
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
群
馬
県
で
は

18
点
と
関
東
地
方
の
半
分
以
上
、
さ
ら
に

隣
接
す
る
長
野
県
も
19
点
で
関
東
甲
信
越

で
は
こ
の
２
県
が
突
出
し
て
い
ま
す
。
東

北
地
方
と
の
接
点
と
い
う
意
味
で
は
栃
木

県
・
茨
城
県
も
同
様
の
は
ず
で
す
が
、
こ

ち
ら
は
非
常
に
少
な
い
状
況
で
、
東
北
と

の
強
い
繋
が
り
が
群
馬
・
長
野
両
県
に
見

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
繋
ぐ
も
の

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
東
山
道
の

存
在
で
す
。
東
日
本
に
限
れ
ば
確
か
に
京

都
→
滋
賀
（
近
江
）
→
岐
阜
（
美
濃
・
飛

騨
）
→
長
野
（
信
濃
）
→
群
馬
（
上
野
）

→
栃
木
（
下
野
）
→
福
島
（
陸
奥
南
部
）

→
（
陸
奥
北
部
）
へ
と
続
く
東
山
道
沿
い

の
で
は
、
長
野
・
群
馬
、
そ
し
て
東
北
で

多
い
こ
と
は
事
実
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

間
の
栃
木
で
な
ぜ
出
土
が
限
定
的
な
の
か

と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。
こ
の
点

は
未
だ
に
結
論
が
出
て
い
な
い
よ
う
で
こ

れ
か
ら
の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

西
日
本
ま
で
も
含
め
れ
ば
数
に
東
日
本
と

の
差
こ
そ
あ
れ
、
出
土
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
と
こ
の
蕨
手
刀
の
発
祥

地
は
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
？
そ
し
て
ど
の

よ
う
に
分
布
し
、
各
地
に
求
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
実
は
そ
の
答
え
は
群
馬
と

長
野
が
握
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
蕨
手
刀
の
最
も
古
い
形
が
こ

の
両
県
で
確
認
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
出

土
点
数
が
多
い
こ
と
、
地
域
を
収
め
て
い

た
氏
族
に
物
部
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
蕨
手
刀
は
そ
の

形
状
か
ら
山
野
で
の
狩
猟
採
集
に
適
し
た

山
刀
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う
考
え
が

あ
り
ま
す
。
と
も
す
れ
ば
山
間
地
域
に
お

い
て
求
め
ら
れ
た
技
術
の
一
端
で
あ
り
、

そ
の
後
東
北
地
方
へ
こ
の
関
東
の
住
民
が

移
民
（
蕨
手
刀
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
刀

工
集
団
が
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
）

と
な
っ
て
移
動
す
る
こ
と
で
広
く
東
北
地

方
で
製
作
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
武

器
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
長
く
、

反
り
が
つ
く
形
へ
と
変
わ
る
こ
と
か
ら
時

代
、
地
域
情
勢
に
合
わ
せ
て
蕨
手
刀
も
姿

を
変
え
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

非
常
に
雑ざ
っ
ぱ
く駁
な
紹
介
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
蕨
手
刀
を
取
り
巻
く
考
え
、

内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
蕨
手
刀
、
こ
れ
か
ら

も
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　担当   吉田智哉）

大宮巌鼓神社の蕨手刀

蕨
手
刀
に
迫
る
！

　

～
謎
の
刀
、
蕨わ

ら
び
て手

へ
の
視
点
～
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＝新着図書情報＝

■おすすめの一冊
『納得して死ぬという人間の務めについて』……

……… 曽野　綾子 　著
　この本は、「死」について向き
合った本です。「死」というもの
だけは確実に人間の生涯に立ちは
だかります。いかに最後の日を送
るかを決めるのは死んでからでは
遅い。とつづられており、死と向
き合い、残された時間を認識し、
それまでどう生きるかを考えさせ
られる一冊です。

■一般図書
『龍華記』……………………………… 澤口　瞳子　著
『それでも空は青い』………………… 荻原　　浩　著
『昨日がなければ明日もない』……… 宮部みゆき　著
『日本国紀』…………………………… 百田　尚樹　著
『極夜行』……………………………… 角幡　唯介　著
『猫のお告げは樹の下で』…………… 青山美智子　著
『影ぞ恋し』…………………………… 葉　室　麟　著
『超訳こころの禅語』………………… 村越　英裕　著
『熱帯』………………………………… 森見登美彦　著

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報
◆歳末助け合い募金
❀金 35,274 円　　　　　　東吾妻町婦人会　さま

◆チャリティーコンサート
❀金 21,487 円　　　演歌歌手　松岡ゆうじ　さま

あたたかいこころ

ありがとうございました

太田公民館
フラワーアレンジメント教室 唐堀遺跡で水場遺構発見

　12月４日に太田公民館で、教養講座『フラワーアレ
ンジメント教室』が開かれました。参加者はワイヤー入

りの造花を小鉢に飾り付け、お正月飾りを手がけました。

　上信自動車道の建設に伴い平成 27 年度から発掘調査

を行っている唐堀遺跡で縄文時代後期（4400 ～ 3000 年

前）の水場遺構が発見されました。湧水点から捨て場に

至る完全な形の水場遺構がみつかったのは県内初めての

ことです。ほかにも土偶や当時のイヤリングなども発見

されました。

■問い合わせ先　太田公民館（☎ 68-2328）
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サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
い
う
言
葉
を
お
聞
き

に
な
っ
た
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
多
く

の
方
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
し
、
最
近
は
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
略
し
て
ロ
コ
モ
）
と
い
う
言
葉

も
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
耳
に
す
る
事
も
あ
り
ま
す

ね
。
今
回
は
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
に
つ
い

て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で

筋
肉
を
意
味
す
る
【sarx

】
と
、
喪
失
を

意
味
す
る
【penia

】
の
造
語
で
す
。
医

学
的
に
は
「
高
齢
期
に
み
ら
れ
る
骨
格
筋

量
の
減
少
と
筋
力
も
し
く
は
歩
行
速
度
な

ど
の
身
体
機
能
の
低
下
」
と
定
義
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
以
前
に
も
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、
群
馬
県
で
は
平
均
寿
命

と
健
康
寿
命
の
差
が
男
女
と
も
に
約
10
年

以
上
あ
り
ま
す
。
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
転
倒
や
骨
折
、
寝
た
き
り
の
予
防

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
十
分
な

栄
養
の
摂
取
や
運
動
に
よ
り
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
加
齢

は
も
ち
ろ
ん
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
原
因
と
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
病
気
、
低
栄

養
、
寝
た
き
り
な
ど
の
活
動
量
低
下
な
ど

も
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
法

と
し
て
は
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
最
も
太
い
部

分
を
両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
輪
っ
か

を
作
る
よ
う
に
し
て
囲
ん
で
み
た
際
に
、

隙
間
が
で
き
て
し
ま
う
場
合
は
要
注
意
で

す
。
ほ
か
に
は
横
断
歩
道
を
青
信
号
の
間

に
渡
れ
な
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
瓶
の
ふ

た
が
開
け
ら
れ
な
い
な
ど
も
参
考
に
な
り

ま
す
。

　

対
策
で
す
が
、
や
は
り
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
と
運
動
で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
を
十

分
に
摂
取
す
る
事
が
よ
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム

や
ビ
タ
ミ
ン
の
摂
取
も
大
事
で
す
。
運
動

に
関
し
て
は
、
散
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

の
有
酸
素
運
動
に
加
え
筋
ト
レ
も
有
効
で

す
が
、
無
理
の
な
い
範
囲
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。
筋
力
低
下
は
特
に
下
肢
か
ら
起
こ

り
や
す
い
の
で
、
そ
の
筋
ト
レ
と
し
て
は
、

つ
ま
先
立
ち
に
な
り
か
か
と
を
ゆ
っ
く
り

下
ろ
す
動
作
を
繰
り
返
す
方
法
や
、
肩
幅

に
足
を
開
い
て
両
手
を
前
な
ら
え
の
状
態

に
前
方
に
突
き
出
し
な
が
ら
椅
子
に
座

り
、
５
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り
立
ち
上
が
り
、

５
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り
座
る
動
作
を
繰
り

返
す
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
食
事
を
し

っ
か
り
摂
れ
る
よ
う
、
歯
磨
き
で
口
の
清

潔
を
保
っ
た
り
、
よ
く
話
し
た
り
歌
っ
た

り
す
る
こ
と
で
口
の
周
り
の
筋
肉
を
動
か

す
事
も
大
事
で
す
。

　

適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
、
積
極
的
な
社
会
活

動
へ
の
参
加
、
慢
性
疾
患
の
管
理
を
行
い
、

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
ご
存
じ
で
す
か

★「1 月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

6
休診

7 8
午後
定期
往診

9
休診

10
午後
定期
往診

11
午後
定期
往診

12
休診

13
休診

14
休診

15 16
休診

17 18 19
休診

20
休診

21
准看護
学校
講義

22
午後
個別
接種

23
休診

24 25 26
休診

27
休診

28 29 30
休診

31 2/1 2
休診

3
休診

4 5
午後
定期
往診

6
休診

7
午後
定期
往診

8
午後
定期
往診

9
休診

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療行っています
　ので、体調不良時は気兼ねなく来院ください。

１月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　平成 31 年１月 15 日㈫　13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター

【東地区】
■日　時　平成 31 年１月 16 日㈬　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。日ごろ
から思っていることを話してみましょう。
■日　時
　平成 31 年１月 22 日㈫　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　
　包括支援センター（☎ 68-0200 担当  田中春美）
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■
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
の
干
支
は
猪
で
す
。
猪
と
人
類
の

付
き
合
い
は
長
く
、
縄
文
時
代
の
人
々
に

と
っ
て
、
猪
は
狩
り
の
対
象
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
多
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
孫

繁
栄
の
象
徴
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

弥
生
時
代
に
な
る
と
農
作
物
を
荒
ら
す
害

獣
と
し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
変
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
猪
の
歯

　

猪
は
、
人
類
と
同
様
に
雑
食
性
で
、
木

の
根
や
キ
ノ
コ
に
ド
ン
グ
リ
、
昆
虫
や
カ

エ
ル
な
ど
を
餌
と
し
て
い
ま
す
。
猪
に
は

44
本
の
歯
が
あ
り
ま
す
（
人
間
は
32
本
・

親
知
ら
ず
を
含
む
）。
下
あ
ご
の
前
歯
は
、

鋭
く
尖
っ
た
鼻
と
共
に
地
面
を
掘
り
返
す

た
め
、
シ
ャ
ベ
ル
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
小
臼
歯
は
肉
を
切
り
裂
く
た
め
、

大
臼
歯
は
、
硬
い
ド
ン
グ
リ
や
木
の
根
な

ど
を
噛
み
砕
く
た
め
に
適
し
た
形
を
し
て

い
ま
す
。
犬
歯
は
上
下
と
も
に
鋭
く
尖
っ

て
お
り
、
特
に
下
あ
ご
の
犬
歯
は
鋭
く
上

に
向
か
っ
て
伸
び
、
そ
の
先
端
は
ナ
イ
フ

の
よ
う
に
鋭
い
三
角
形
を
し
て
い
ま
す
。

オ
ス
の
犬
歯
は
牙
の
役
目
を

果
た
し
て
お
り
、
主
に
外
敵

に
対
す
る
武
器
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
猪
に
よ
る
外
傷

　

近
年
、
人
里
で
も
猪
の
目
撃
情
報
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
猪
突
猛
進
と
い

う
言
葉
の
と
お
り
、
尖
っ
た
鼻
と
鋭
い
犬

歯
に
よ
る
外
傷
の
被
害
が
数
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
猪
の
犬
歯
は
、
長
く
鋭
い

ナ
イ
フ
状
を
呈
す
る
た
め
、
傷
口
こ
そ
小

さ
い
も
の
の
、
深
い
傷
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
破
傷
風
や
細
菌
、
寄
生
虫
な

ど
へ
の
感
染
対
策
も
重
要
で
す
。
猪
は
本

来
、
臆
病
で
お
と
な
し
い
性
質
で
す
が
、

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
猪
に
出
会
っ
た
ら
、

静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
飲
み
込
み
に
く
い
食
事
に
注
意

　

丈
夫
な
歯
を
持
つ
猪
は
、
な
ん
で
も
切

り
裂
き
、
噛
み
砕
い
て
、
飲
み
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
同
じ
雑
食
で
あ
る
も
の
の
、

人
類
の
歯
は
猪
と
は
大
き
く
形
態
が
異
な

り
ま
す
。
我
々
は
食
材
を
調
理
し
た
上
で
、

自
分
の
歯
で
細
か
く
噛
み
、
す
り
つ
ぶ
し

て
、
唾
液
と
よ
く
混
ぜ
た
上
で
飲
み
込
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

お
正
月
は
、
お
餅
な
ど
、
飲
み
込
み
に

く
い
食
べ
物
を
食
べ
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
お
餅
を
食
べ
る
際
の
注
意
点
を
ま

と
め
ま
し
た（
図
１
）。
厚
生
労
働
省
で
は
、

ひ
と
口
30
回
以
上
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
「
噛
ミ
ン
グ
30
」
を
提
唱
し

て
お
り
、
噛
む
こ
と
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
効

用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。

　
『
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。』
今
年
の

健
康
づ
く
り
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ

た
食
事
を
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
歯
で
噛

む
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
参
考
文
献　

大
泰
司
紀
之　

著

　
「
十
二
歯
考
」
医
歯
薬
出
版
刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１
担
当 

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話

　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら「
歯

と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
猪
に
ま

つ
わ
る
歯
の
話
」
で
す
。

44. 猪にまつわる歯の話

■図１　お餅を食べる時の注意点
・一口目に要注意

　食べる前に舌や唇を動かし、口の準備運動をする

　食べる前に口の中をよく潤す

・餅の形を小さく整え、よく噛む

　口の大きさに合わせて、少なめの量の餅を口にいれる

　口の中でしっかりと噛み、唾液とよく混ぜ合わせる

・口の中の分を飲み込んでから、次の一口を飲み込む

　良く噛まないうちに、お茶や水で流し込まないようにしましょう

■図２　噛むことの効用　『ひみこのはがいいぜ』（学校食事研究会）
【ひ】　肥満防止	 　　よく噛むと脳にある満腹中枢が働いて食べすぎを防ぎます　

【み】　味覚の発達	 　　よく噛んで味わうことにより食べ物の味がよくわかります

【こ】　言葉の発達	 　　よく噛むことにより口の周りの筋肉を使い、聞き取りやすい声になります

【の】　脳の発達	 　　よく噛む運動は脳細胞の働きを活発にして、子どもの知育を助けます

【は】　歯の病気を予防	 　　よく噛むと唾液がたくさん出て、口の中をきれいにします

【が】　ガンの予防	 　　唾液の酵素には発ガン性物質の発ガン作用を消す働きがあります

【い】　胃腸の働きを促進  　よく噛むことで消化酵素がたくさん出て消化を助けます　  

【ぜ】　全身の体力向上	 　　力を入れて噛みしめたいとき、歯を食いしばることで力が湧きます
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１月の予防接種日程表
❶東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）担当  野山しのぶ

１月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）担当   篠原萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）担当  富塚和香奈
●会場　ラッコ・ペンギン：保健センター／ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター

（＊印のついたサークルはどちらかの会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

１月 15 日㈫ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

16 日㈬

はっぴい歯科健診

13:30 ～ 13:45 平成 28 年 6・7・12 月、平成 29 年 1 月生まれ

17 日㈭ 13:30 ～ 13:45
平成 25 年 12 月、平成 26 年 1 月
平成 27 年 6・7 月生まれ

18 日㈮ 13:30 ～ 13:45
平成 25 年 6・7 月、平成 26 年 6・7・12 月、
平成 27 年 1 月生まれ

23 日㈬ １歳６カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年５・6 月生まれ

25 日㈮ 6 歳児歯科健診 13:30 ～ 13:45 平成 24 年 10 月１日～平成 25 年４月１日生まれ

30 日㈬

4 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年９月生まれ

7 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年６月生まれ（B.C.G 接種を行います）

1 歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年 12 月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

１月 22 日㈫ 第 10 回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30
「予防接種のお知らせ」を参照してください

１月 15 日㈫までに申し込んでください

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

１月 21 日㈪ ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

24 日㈭ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳までの子どもと保護者

28 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

期日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

13 日㈰
しまだ医院

（中之条☎ 76-3435）
長野原診療所

（長野原☎ 0279-85-2259）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）

14 日㈪ 吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

20 日㈰ 四万診療所
（中之条☎ 64-2136）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

27 日㈰ 後藤医院
（中之条☎ 75-2230）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

①内科・外科の診療時間は 9 時～ 17 時です。
②急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。

１月の当番医予定表
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１月 10 日は『110 番の日』
　110 番は、事件や事故などが発生したときに皆さ
んの安全を守る緊急通報電話です。

【110 番通報】するときは
①何があったのか　②いつあったのか
③どこであったのか
　上記の３点を正しく落ち着いて通報することが、
事件・事故解決の決め手となります。また犯罪に関
する情報は、犯人の特徴を落ち着いて通報してくだ
さい。
①乗り物の種類、色、ナンバー　②逃げた方向
③人相や服装
　110 番は緊急通報電話ですので、警察に対するご
相談は警察安全相談室専用電話（027-224-8080）、
または「＃ 9110」をご利用ください。
　また、ご意見、ご要望や運転免許証
の更新、落としものなどの各種問い
合わせは、吾妻警察署、最寄りの交番・
駐在所まで問い合わせください。
■問い合わせ先　吾妻警察署（☎ 68-0110）

介護送迎運転手講習
　県長寿社会づくり財団では、高齢者活躍人材育成
事業として介護送迎運転手講習を開催します。詳し
くは以下のとおりです。
■期　間　平成 31 年１月 22 日㈫～ 1 月 23 日㈬
■会　場　沼田市薄根公民館
　　　　　谷川ドライビングスクール
■定　員　15 名
■費　用　無料
■申し込み方法
　電話、郵送、ファックスで『希望講習名（会場名）、
氏名（ふりがな）、生年月日、性別、住所、電話番号、
シルバー人材センター入会の有無、未加入者は入会
希望の旨』を当財団、または、近くのシルバー人材
センターへ連絡し申し込みください。
■申し込み期限　平成 31 年１月９日㈬
■問い合わせ先　

（公財）群馬県長寿社会づくり財団育成事業担当
〒 371-8517　前橋市新前橋町 13-12

（☎ 027-255-6400　 FAX 027-255-6166）

放送大学４月入学生募集
　放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う
通信制の大学です。働きながら大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で幅広い世
代の方が学んでいます。
　ただいま 2019 年４月入学生を募集しています。
詳しい資料を送付しますので、お気軽に問い合わせ
ください。
■出願期限　平成 31 年３月 17 日㈰
■問い合わせ先　
　放送大学群馬学習センター（☎ 027-230-1085）

町商業協同組合商品券の
有効期限確認のお願い

　いつも東吾妻町商業協同組合共通商品券をご利用
いただき大変ありがとうございます。
　さて、期限付き商品券の発行より１年以上が経過
し、最初に発行された商品券は平成 31 年７月に有
効期限を迎えます。お手持ちの商品券をご確認の上、
お早めにご使用いただきますようお願いします。
■問い合わせ先
　東吾妻町商業協同組合事務局
　東吾妻町商工会（☎ 68-2256）

群馬県産業別最低賃金改正について
　群馬県の最低賃金が改正されました。使用者も、労働者も必ず最低賃金の確認をお願いします。

■問い合わせ先　群馬労働局労働基準部賃金室（☎ 027-896-4737）

群馬県最低賃金（地域別最低賃金） １時間 809 円 発行日　平成 30 年 10 月６日

特
定
最
低
賃
金

【製鋼・鉄素形材製造業最低賃金】 １時間 897 円

発行日　平成 30 年 12 月 20 日
【一般機械器具製造業最低賃金】 １時間 886 円

【電気機械器具製造業最低賃金】 １時間 886 円

【輸送用機械器具製造業最低賃金】 １時間 886 円
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Information

昭和 19 年２月２日～３月１日生まれの方へ

75 歳になる方へ
　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。
1 月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を緑
色の封筒で郵送しますので、ご確認ください。保
険料普通徴収第７期分の納期限は１月 31 日ですの
で該当の方はお忘れなく。
■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
　　　　　　　　（担当  鳥山典子）

65 歳になった方へ
（昭和28年12月２日～昭和29年１月１日生まれ）

※東吾妻町へ転入された 65歳以上の方へ

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（担当  荒木聡子）

案内
　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

資
産
が
所
在
す
る
市
町
村
に
償
却
資
産

の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）

■
償
却
資
産
と
は

　

製
造
や
小
売
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

個
人
ま
た
は
会
社
で
営
ん
で
い
る
方
が

所
有
し
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
建
物
附
属
設
備
、
構
築

物
、
機
械
、
運
搬
具
、
工
具
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
を
償
却
資
産

と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
償
却
資
産

　

の
申
告
に
つ
い
て

　

家
屋
の
屋
根
や
土
地
な
ど
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
売
電
し
た
り
、
事

業
用
に
自
家
消
費
し
た
り
す
る
場
合
に
、

そ
の
設
備
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産

ま
た
は
家
屋
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
方
法
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
が
異
な
り
ま

す
。「
償
却
資
産
」
に
該
当
す
る
設
備
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
償
却
資
産
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
所
有
さ
れ
る

太
陽
光
発
電
設
備
が
償
却
資
産
の
申
告

対
象
に
な
る
か
な
ど
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
役
場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
番
号
法
施
行
に
伴
う
お
願
い

　

番
号
法
施
行
に
伴
い
、
償
却
資
産
申

告
書
に
は
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号

の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
個
人

の
方
は
申
告
書
を
提
出
の
際
、
本
人
確

認
（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）
の
た
め

個
人
番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー

ド
と
運
転
免
許
証
等
の
提
示
を
お
願
い

し
ま
す
。（
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
場
合

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の
写
し
を
添

付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

■
償
却
資
産
の
申
告
書
提
出
期
限
お
よ

　

び
提
出
先

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
東
吾
妻

町
内
に
事
業
用
資
産
を
所
有
す
る
方
は

平
成
31
年
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
役
場
税

務
課
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
（
担
当 

伊
澤
文
邦
）

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

案内
　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、『
第
43
回
ち
び
っ
こ
探
険
学

校
ヨ
ロ
ン
島
』
の
参
加
者
を
全
国
よ
り

募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
沖

縄
に
近
い
南
の
島
『
ヨ
ロ
ン
島
』
の
サ

ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
、

全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
民
宿
で

の
共
同
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動

を
通
し
て
友
だ
ち
作
り
の
楽
し
さ
を
知

り
、
お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
、
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま

す
。
ま
た
在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動
・

生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
言
語
や
習

慣
を
越
え
て
友
情
を
深
め
、
国
際
感
覚

を
身
に
つ
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

　

今
度
の
春
休
み
は
、
思
い
出
に
残
る

楽
し
い
体
験
を
し
に
暖
か
な
南
の
島
『
ヨ

ロ
ン
島
』
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

■
期
間

　

平
成
31
年
３
月
27
日
㈬
～
４
月
２
日
㈫

　
（
６
泊
７
日
）

■
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
対
象　

小
学
生
２
年
生
～
６
年
生

■
定
員　

３
０
０
名

■
申
請
締
切　

平
成
31
年
３
月
５
日
㈫

■
出
発
地
別
参
加
費

　

高
崎
駅
：
15
万
４
千
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
（
☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
）

南
の
島
で
国
際
交
流
　
参
加
者
募
集
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町からのお知らせ

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　町では町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修工
事などを行う場合、工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方はぜひご
利用ください。また、工事を始める前に、役場地域
政策課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係
　　　　　　　　（担当  片野顕弥）

家屋を新築・増築または取り壊した方
はご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。

■連絡・問い合わせ先　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　　　　　（担当  須田泰友）

　

町
は
、
２
０
２
７
年
度
ま
で
の
10
年

間
に
渡
る
「
第
２
次
総
合
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、
町
の
最
上
位
計
画
で

あ
り
、
今
後
の
町
政
運
営
の
羅
針
盤
と

し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
す
が
、
こ

の
中
で
、
前
期
５
年
間
に
目
指
す
４
つ

の
重
点
施
策
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
図
る
」

た
め
の
具
体
的
な
施
策
取
り
組
み
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意

見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
手
続
き
）
を
実
施
し
ま
す
。

①
『
ま
ち
づ
く
り
参
加
条
例
』
の
案

　
（
概
要
）

　

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
体
制
構
築
の
基
礎
と
な
る
共
通
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

係
す
る
各
主
体
の
役
割
や
責
務
、
情
報

公
開
・
共
有
な
ど
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

を
示
し
た
条
例
案
を

ま
と
め
ま
し
た
。
現

在
、
平
成
31
年
４
月

１
日
施
行
を
目
指
し
、

議
会
提
案
な
ど
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

②
『
第
２
次
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
』

の
骨
子
案

　
（
概
要
）

　

総
合
計
画
の
基
本
目
標
の
一
つ
「
行

財
政
改
革
の
推
進
」
を
実
現
す
る
た
め
、

財
政
の
健
全
化
と
事
務
事
業
の
効
率
化
、

職
員
定
員
の
適
正
化
、
民
間
活
力
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
導
入
な
ど
、
行
財
政

改
革
推
進
に
係
る
次
期
の
実
施
方
針
な

ど
示
し
た
骨
子
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

現
在
、
平
成
31
年
度
か
ら
３
年
間
の
実

施
計
画
を
策
定
す
る
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
前
期
プ
ラ
ン
（
27
～
29
年
度

の
３
年
間
）
総
括
や
こ
れ
ま
で
の
経
過

な
ど
の
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

■
意
見
公
募
の
期
間

　

平
成
31
年
１
月
７
日
㈪
～

平
成
31
年
１
月
28
日
㈪

■
公
表
資
料

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
役
場
企

画
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
意
見
提
出
用
紙
に
よ
り
意
見
、

必
要
事
項
等
を
明
記
の
う
え
、
郵
便
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
や
口
頭
で
の
ご
意
見
は
お
受
け

し
ま
せ
ん
。
意
見
提
出
用
紙
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
意
見
等
へ
の
処
理

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
は
、
最
終
的

な
制
定
・
策
定
に
際
し
て
参
考
と
す
る

ほ
か
、
集
約
し
住
所
・
氏
名
を
除
き
対

応
状
況
を
後
日
、
公
表
し
ま
す
。
な
お
、

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

※
ま
ち
づ
く
り
参
加
条
例
は
、
議
決
事

　

項
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
後

　

に
町
議
会
へ
提
案
し
て
い
く
予
定
で

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（
担
当 
蜂
須
賀
徹
）

公表

第
２
次
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た

　
～
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す
～
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Information

　

町
で
は
平
成
31
年
度
に
群
馬
県
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
市
町
村
推
進
協
議
会
に
参

加
し
、
平
成
32
年
度
か
ら
「
ぐ
ん
ま
電

子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」
で
の
運
用
を

し
て
い
き
ま
す
。
同
シ
ス
テ
ム
の
入
札

参
加
資
格
の
有
効
期
間
は
平
成
32
・
33

年
度
と
な
り
、
受
け
付
け
は
平
成
31
年

10
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
当
町
の

入
札
参
加
資
格
有
効
期
間
は
平
成
31
年

３
月
31
日
で
期
限
切
れ
と
な
る
た
め
、

来
年
度
に
限
り
現
在
の
入
札
参
加
資
格

を
１
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
在
入
札
参
加
資
格
を
有

し
て
い
な
い
方
で
、
町
が
平
成
31
年
度

に
発
注
す
る
建
設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
・
物
品
の
製
造
購
入
お
よ
び

浄
化
槽
工
事
等
に
関
す
る
入
札
な
ど
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書
類

を
用
意
し
て
役
場
企
画
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
な
ど
、
詳
細

に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
元
号
が
未
定
で
す
の
で
、
平
成
の

　

ま
ま
表
記
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
29
・
30
年
度
東
吾
妻
町
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
し
て
い
る
方
】

■
有
効
期
間

（
１
年
間
自
動
延
長
し
ま
す
。

改
め
て
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
１
年
間

【
平
成
29
・
30
年
度
東
吾
妻
町
競
争
入
札

参
加
資
格
が
未
申
請
で
あ
り
、
追
加
で

申
請
を
希
望
す
る
方
】

■
受
付
期
間

　

平
成
31
年
２
月
１
日
㈮
～

平
成
31
年
３
月
15
日
㈮

■
有
効
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
１
年
間

■
提
出
方
法

①
郵
送
の
場
合

　

平
成
31
年
３
月
15
日
消
印
有
効
と
し

ま
す
。
受
付
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、

返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
の
こ
と
）
ま

た
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
封
筒
に
「
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
在
中
」
な
ど
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

②
持
参
の
場
合

　

９
時
か
ら
12
時
、
13
時
30
分
か
ら
16

時
30
分
に
役
場
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
土
日
祝
日
は
除
く
）。

■
つ
づ
り
方

　

フ
ァ
イ
ル
と
じ
は
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

封
筒
に
入
れ
る
か
、
ク
リ
ッ
プ
で
簡
単

に
留
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（ 

担
当 

谷　

直
樹
・
福
原
郁
馬
）

案内

平
成
29
・
30
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
の
1
年
間
延
長
と

　
平
成
31
年
度
の
追
加
受
け
付
け
措
置
に
つ
い
て

　

就
職
情
報
の
提
供
か
ら
適
性
診
断
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
、
定
着

ま
で
継
続
・
一
貫
し
て
無
料
で
支
援
す

る
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
を
、
県
内
３

カ
所
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
開
設
以
来
、

延
べ
25
万
人
を
超
え
る
利
用
者
が
あ
り
、

１
万
６
千
人
以
上
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
労
働
政
策
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３
４
０
８
）

案内

「
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「頭の元気度測定」してみませんか？　

　i-pad を使用し、頭の元気度を簡単に測定できます。画面の光る順番を覚えるだけですので、操作も難しくあ
りません。毎月行われている健康相談日に併せて実施しますので、お気軽にご利用ください（要予約）。

■日　時　
　広報お知らせカレンダーに記載されている
　健康相談日
■場　所
　保健センターまたは、
　あづま農村環境改善センター

■その他　
　測定を希望される方は健康相談日の 1 週間前まで
に予約をお願いします。相談日以外の日を希望され
る方は、下記までご連絡ください。
■問い合わせ先　
　包括支援センター ( ☎ 68-0200　担当  小池歩）
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町からのお知らせ

地籍調査による地籍図および地籍簿の閲覧
　町では、平成 29 年に一筆地調査を行った矢倉の一部４（矢倉字北矢倉）、須賀尾の一部３（須賀尾字元之宿）
の地籍図および地籍簿を作成したので閲覧を実施いたします。今回の閲覧が最後となり一定の手続きを経て
登記簿が訂正されますので、必ず閲覧にお出かけください。なお、閲覧対象者には個別に通知をお送りします。

■閲覧期間　平成 31 年１月 17 日㈭～２月５日㈫
　※２月３日㈰以外の土・日は実施しません。　
■時　間　９時 30 分～ 16 時
■場　所　役場本庁舎　101 会議室
■その他　印章を必ず持参してください

■問い合わせ先
　農林課　地籍調査係
　（ 担当  福原治彦
　　・小池未來人・佐藤悟道）

案内
　

軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
（
32
・

１
円
／
ℓ
）
は
、
農
業
に
使
用
す
る
場

合
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を
行

う
こ
と
で
免
除
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
免
除
の
対
象　

　

ほ
場
の
耕
う
ん
、

栽
培
管
理
な
ど
、

農
業
者
が
農
作
業

を
行
う
た
め
に
使

用
す
る
機
械
の
燃

料
と
し
て
使
用
す

る
軽
油

■
申
し
込
み
方
法

①
あ
ら
か
じ
め
県
知
事
に
「
免
税
軽
油

　

使
用
者
証
」
と
「
免
税
証
」
の
交
付

　

申
請
を
行
い
ま
す
。

※
申
請
に
は
「
耕
作
証
明
書
」
や
使
用

　

す
る
農
業
用
機
械
の
確
認
書
類
が
必

　

要
で
す
。

②
交
付
さ
れ
た
「
免
税
証
」
を
、
給
油

　

の
際
に
軽
油
販
売
業
者
に
提
出
し
、

免
税
軽
油
を
購
入
・
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
使
用
後
、
伝
票
や
領
収
書
な
ど
と
と

　

も
に
数
量
な
ど
を
報
告
す
る
。

■
申
込
期
間

　

平
成
31
年
２
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬

■
申
し
込
み
先

　

吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
（
☎
75
・
３
３
０
０
）

　

吾
妻
農
業
事
務
所

　
（
☎
75
・
２
３
１
１
）

　

県
庁
税
務
課

　

(
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
１
９
８
）

　

県
庁
技
術
支
援
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３
０
３
６
）

農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請
手
続
き
の
集
中
受
付
期
間
が
始
ま
り
ま
す

案内
　

平
成
31
年
度
か
ら
の
２
年
間
の
小
規

模
工
事
な
ど
へ
の
希
望
者
登
録
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
町
が

発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
・
修
繕
・
業

務
委
託
等
に
お
い
て
、
町
内
の
競
争
入

札
参
加
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
参

加
を
希
望
す
る
業
者
の
方
は
、
必
要
書

類
を
用
意
し
て
役
場
企
画
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

平
成
31
年
２
月
１
日
㈮
よ
り
随
時
受

け
付
け
ま
す
（
土
日
祝
日
は
除
く
）。

■
有
効
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
２
年
間

■
提
出
方
法

　

申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
役
場
企
画
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
提
出
も
可
能

で
す
。

■
申
請
書
類

①
東
吾
妻
町
小
規
模
工
事
等
希
望
者
登

　

録
申
請
書　

②
町
税
納
税
証
明
書

　
（
未
納
額
の
な
い
証
明
用
）

③
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に

　

必
要
な
資
格
、
免
許
な
ど
を
証
明
す

　

る
書
類
の
写
し

■
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（ 

担
当 

谷　

直
樹
・
福
原
郁
馬
）

平
成
31
年
度
か
ら
２
年
間
の
小
規
模
工
事
等
希
望
者
登
録
申
請
に
つ
い
て
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Information

　　　　　　　あづま温泉桔梗館だより
　あけましておめでとうございます。今年も一年お客さまに喜ばれるよ
う努力して参ります。どうぞよろしくお願いいたします。32年目の新し
い年を従業員一同お客さまのお越しをお待ちしております。
★正規職員・パート職員募集中
　桔梗館では正規職員・パート職員の募集をしています。
　詳しくは下記まで問い合わせください。
■問い合わせ先　あづま温泉桔梗館（☎ 59-3533）

募集　

農
業
委
員
の
選
出
が
選
挙
か
ら
任

命
制
度
に
変
わ
り
ま
し
た
。
つ
き
ま

し
て
は
、
地
区
推
薦
、
団
体
推
薦
、

公
募
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

■
推
薦
・
公
募
の
期
間

　

平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
～
２
月
15
日
㈮

※
推
薦
・
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー  

　

ジ
や
町
農
業
委
員
会
、
各
支
所
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
定
員　

・
農
業
委
員
（
定
員
12
名
）

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
（
定
員
18
名
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（ 
担
当 
佐
藤
智
義
・
青
木
徳
仁
）

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
に
開
催
さ
れ
る
農
業

委
員
会
総
会
は
下
記
の
予
定
で
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
農
地
転
用
等
を
お

考
え
の
方
は
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
正
期
限
ま
で
に
修
正
が
完
了
し

　

な
か
っ
た
場
合
、
翌
月
総
会
へ
保

　

留
し
ま
す
。

※
保
留
が
２
カ
月
続
い
た
場
合
は
書

　

類
を
整
え
て
、
再
度
提
出
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

※
交
付
予
定
は
あ
く
ま
で
も
目
安
と

　

し
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

※
事
前
相
談
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま

　

す
。
ご
不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
元
号
が
未
定
で
す
の
で
、
平
成

　

の
ま
ま
表
記
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
担
当 

佐
藤
智
義
・
青
木
徳
仁
）

案内

総会の
年月

申請
受付期間

総会予定日
３条・利用権

許可書交付予定
４条・５条

許可書交付予定

H31 年
４月

３月 22 日㈮
～ 25 日㈪

４月９日㈫ ４月 10 日㈬
平成 31 年

５月 16 日

５月
４月 23 日㈫

～ 25 日㈭
５月 13 日㈪ ５月 14 日㈫ ６月 11 日

６月
５月 24 日㈮

～ 27 日㈪
６月７日㈮ ６月 10 日㈪ ７月 11 日

７月
６月 24 日㈪

～ 25 日㈫
７月９日㈫ ７月 10 日㈬ ８月 13 日

８月
７月 23 日㈫

～ 25 日㈭
８月 9 日㈮ ８月 13 日㈫ ９月 11 日

９月
８月 23 日㈮

～ 26 日㈪
９月 9 日㈪ ９月 10 日㈫ 10 月 11 日

10 月
９月 24 日㈫

～ 25 日㈬
10 月９日㈬ 10 月 10 日㈭ 11 月 11 日

11 月
10 月 23 日㈬

～ 25 日㈮
11 月 8 日㈮ 11 月 11 日㈪ 12 月 11 日

12 月
11 月 22 日㈮

～ 25 日㈪
12 月９日㈪ 12 月 10 日㈫

平成 32 年
１月 16 日

H32 年
1 月

12 月 24 日㈫
～ 25 日㈬

１月 14 日㈫ １月 15 日㈬ ２月 12 日

２月
１月 24 日㈮

～ 27 日㈪
２月７日㈮ ２月 10 日㈪ ３月 11 日

3 月
２月 24 日㈪

～ 25 日㈫
３月９日㈪ ３月 10 日㈫ ４月 13 日

平
成
31
年
度
東
吾
妻
町
農
業
委
員
会
　
農
地
法
許
可
申
請
等
日
程
に
つ
い
て
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町からのお知らせ

　 町 で は 群 馬 テ レ ビ の

ニュース番組『ニュース

JUST815』へ毎週イベント

情報を提供しています。地

域のお祭りなどの町内行事

をご紹介したい方は、行事

のある３週間前までに役場

企画課広報統計係までご連

絡ください。

募集
　

町
で
は
各
地
区
こ
ど
も
園
お
よ
び
保

育
所
な
ど
で
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
り
な
が
ら
働
き
た
い
方
を

広
く
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
士
】

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

▼
任
用
条
件　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

　
（
８
時
間
ま
た
は
４
時
間
勤
務
）

※
早
番
遅
番
あ
り

（
週
40
時
間
以
内
ま
た
は
週
25
時
間
以
内
）

▼
勤
務
先

　

町
内
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

【
幼
稚
園
教
諭
】

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

▼
任
用
条
件　

週
40
時
間
以
内

▼
勤
務
先　

町
内
認
定
こ
ど
も
園

【
こ
ど
も
園
・
保
育
所

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど　

支
援
員
】

▼
募
集
人
員   

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

月
か
ら
金
曜
日
ま
で
勤
務
可
能
な
方

　
（
保
育
士
な
ど
の
資
格
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
）

▼
任
用
条
件

　

週
40
時
間
以
内
ま
た
は
25
時
間
以
内

▼
勤
務
先

　

町
内
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

【
共
通
事
項
】

▼
任
用
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

　
（
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
賃
金
、
通
勤
費
は
町
基
準
に
よ
る

▼
試
験
方
法　

面
接
試
験

▼
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の
上
、

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

（
資
格
保
有
者
は
、
資
格
証
明
書
等
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

　

履
歴
書
の
上
部
に
勤
務
を
希
望
す
る

職
種
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

　

平
成
31
年
1
月
25
日
㈮
ま
で 

　

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

▼
試
験
日　

平
成
31
年
２
月
中
旬
予
定

　
（
後
日
連
絡
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

学
校
教
育
係

　
（ 

担
当 

酒
井
文
彰
・
腰
塚
丈
弘
）

町
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

　

宴
会
で
は
、
特
に
多
く
の
食
べ
残
し

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
30
・
10
運
動
」
と
は

　

宴
会
時
に
乾
杯
後
の
30
分
間
（
サ
ン

マ
ル
）・
お
開
き
前
の
10
分
間
（
イ
チ
マ

ル
）
は
、
自
分
の
席
で
料
理
を
楽
し
み
、

食
べ
残
し
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
運
動

で
す
。

　

食
べ
残
し
は
、
少
し
の
コ
ツ
で
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
次
の
こ
と
を
心

掛
け
て
料
理
を
お
い
し
く
食
べ
切
り
ま

し
ょ
う
。

・
予
約
や
注
文
は
適
量
に
す
る

・
宴
会
の
始
め
に
「
料
理
を
み
ん
な
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と

声
掛
け
を
す
る

・
自
分
の
席
で
料
理
を
食
べ
る
時
間
を
設

定
す
る

・
食
べ
切
れ
な
い
料
理
は
参
加
者
で
分
け

合
う

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
８
５
２
）

案内

お
い
し
く
食
べ
切
ろ
う
！
　
宴
会
の
時
は

「
30
・
10
（
サ
ン
マ
ル
・
イ
チ
マ
ル
）
運
動
」

町観光協会の職員を募集中
　東吾妻町観光協会では職員を募集しています。町のイベ
ントや観光案内などに携わっていただける方は、下記まで
ご連絡ください。
■問い合わせ先
　東吾妻町観光協会（原町駅舎内）
　原町 627-2
　（☎ 70-2110 FAX 25-7135）
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Information

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　

◆設立 20 周年交流グラウンドゴルフ大会

■開催日　平成 30 年 11 月 18 日㈰
■会　場　東総合運動場
■結　果　
男子の部
優　勝…霞　勝義
　　　　（本宿クラブ）
準優勝…原田荘市
　　　　（萩生クラブ）
３　位…篠原耕一郎
　　（いわびつクラブ）

女子の部
優　勝…小池正枝
　　（いわびつクラブ）
準優勝…奥木百枝
　　　（あづまクラブ）
３　位…一場よね
　　　　（萩生クラブ）

◆第 13 回町民駅伝競争大会

■開催日　平成 30 年 11 月 25 日㈰
■会　場　道の駅「あがつま峡」周辺
■結　果　

【地区対抗の部】
優　勝…新巻　　（１時間２分 41 秒）
準優勝…箱島 　（１時間６分 14 秒）
３　位…岩下 　（１時間６分 53 秒）

・区間賞
第１区（1.9㎞）：町田千成【新　巻】（６分 41 秒）
第２区（3.0㎞）：佐藤翔太【新　巻】（９分 55 秒）
第３区（2.0㎞）：萩原滉大【箱　島】（７分 56 秒）
第４区（3.0㎞）：日野　駿【岩　下】（９分 39 秒）
第５区（2.0㎞）：水出智也【岩　下】（８分 21 秒）
第６区（5.1㎞）：町田成夢【新　巻】（16 分 32 秒）

【一般の部】
優　勝…吾妻中央高校 A　（53 分７秒）　※コース新記録
準優勝…吾妻中央高校 D　（55 分 18 秒）
３　位…吾妻太田ランナーズ　（55 分 40 秒）

・区間賞
第１区（1.9㎞）：唐沢康太【吾妻中央 A】（５分 44 秒）
第２区（3.0㎞）：山崎智也【吾妻中央 B】（８分 20 秒）
第３区（2.0㎞）：斎藤　翼【吾妻中央 A】（６分 50 秒）
第４区（3.0㎞）：黒岩希一【吾妻中央 C】（８分 34 秒）
第５区（2.0㎞）：吉田圭佑【吾妻中央 B】（６分 23 秒）
第６区（5.1㎞）：飯塚淳司【吾妻太田ランナーズ】
　　　　　　　　（15 分 47 秒）

◆第７回町スポーツ協会会長杯
　ソフトテニス大会

■開催日　平成 30 年 10 月 21 日㈰
■会　場　スポーツ広場テニスコート
■結　果　　

【中学生男子の部】優　勝…水出悠登・高橋洸希
　　　　　　　　  準優勝…高橋凜之介・高橋颯太
３位…佐藤大輝・上原拓実 / 大須賀聡汰・劒持柊絆

【中学生女子の部】優　勝…織田沢空花・須田有里乃
　　　　　　　　  準優勝…山野詩織・山田千夏
３位…小林朋世・荒居玲那 / 茂木菜々美・小林由依

【一般の部】
優　勝…小池　薫・渡辺雅紀
準優勝…山本　誠・山崎悠史
３　位…水出智也・剣持紗和
４　位…佐藤周二・茂木善知

【壮年・女子の部】
優　勝…田村　晃・小杉謙一
準優勝…冨澤君洋・井上　洋
３　位…剣持眞男・吉原　博
４　位…角田勝夫・一場磯雄
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町からのお知らせ

町スポーツ協会事業参加者募集
　町スポーツ協会では下記のスポーツ事業を予定しており、参加者を募集しています。

【第２回町民自主参加事業】
▼期　日　平成 31 年２月２日㈯
▼会　場　中央公民館
▼内　容　健康講話・腸内体操・免疫力を高める食事

【第 12 回町民ミニバスケットボール大会】
▼期　日　平成 31 年２月 10 日㈰
▼会　場　町民体育館

【スキー技術講習会】
▼期　日　平成 31 年２月 11 日（月・祝）
▼会　場　尾瀬岩鞍スキー場（片品村）
▼受　付　９時 30 分（ゴンドラ乗り場前）
▼対　象　バッジテスト１～２級を目指す方

【第 34 回町民スキー講習会】
▼期　間　平成 31 年２月 16 日㈯～２月 17 日㈰
▼会　場　新潟県赤倉方面スキー場〔宿泊〕

【第 12 回東吾妻町フットサル大会】
▼期　日　平成 31 年２月 17 日㈰
▼会　場　町民体育館

【第 35 回町民スキー講習会】
▼期　日　平成 31 年２月 23 日㈯
▼会　場　草津温泉スキー場
▼受　付　９時から　（天狗山メインレストラン前）
※中学生までの講習料は無料となります。
※午後から郡民祭スキー大会練習会を実施します。

【第 10 回ソフトバレーボール大会】
▼期　日　平成 31 年２月 24 日㈰
▼会　場　町民体育館

　　　　　　　平成 30 年度入札結果　（11 月 21 日執行）　
事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

駐車場整備工事 原町 南波建設㈱ 14,400,000 円 総務課

交通安全対策工事（１工区） 町内 ㈱サンテック 1,670,000 円 総務課

交通安全対策工事（２工区） 町内 群馬ライン企画㈱ 1,550,000 円 総務課

旧大戸小学校解体工事 大戸 宮﨑工務店㈱ 33,000,000 円 総務課

JR 吾妻線配線敷　安全対策（法面）工事 松谷 池原工業㈱ 26,800,000 円 地域政策課

合併処理浄化槽設置工事（30-15 工事） 岩井ほか ㈱たくみ 2,540,000 円 上下水道課

東吾妻町遺跡分布地図作成編集作業業務委託 奥田 ㈱測研あがつま事業所 1,250,000 円 教育課

■問い合わせ先　各担当課まで

■問い合わせ先
　教育課内スポーツ協会事務局（☎ 59-3370）

　
　

　

　
　

桔梗館改修工事による臨時休館について

　町では男女浴室の改修工事のため、下記の期間についてあづま温泉
桔梗館を臨時休館とします。皆さまのご理解ご協力をお願いします。
■臨時休館期間　平成 31 年１月 22 日㈫～２月 20 日㈬
■問い合わせ先　
　地域政策課　
　岩櫃ふれあいの郷
　（☎ 68-2261 担当  剱持晋）



第１２回

町文化祭

　11 月に中央公民館とコンベンションホールで第 12 回町文化祭が開催
されました。中央公民館では俳句会や囲碁将棋大会、展示フェア、茶
会が行われました。またコンベンションホールでは芸能発表会が開催
され大正琴や民踊、合唱などが披露されました。総勢 1100 人を超える
人たちが来場され、おおいに盛り上がりました。

健康増進センターでは臨時職員を募集中

　町では４月の新規オープンに向け
て、健康増進センターの臨時職員を
募集しています。希望される方は、
下記まで問い合わせください。
■問い合わせ先
　地域政策課　岩櫃ふれあいの郷
　　　　（☎ 68-2261 担当  剱持晋）
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まちの人口
～平成 30 年 12 月１日現在～

	 ●男	 6,796 人

	 前月比	 （－ 12 人）

	 ●女	 7,100 人

	 前月比	 （－ 9 人）

	 ●人口	 13,896 人

	 前月比	 （－ 21 人）

	 ●世帯数	 5,634 世帯

	 前月比	 （＋２世帯）

１月分の納期限は１月 31 日です

この広報紙は再生紙を使用しています。

ぎょうざの皮…… 30 枚

豚ひき肉………… 250g

キャベツ………… 300g

ニ ラ …………… 1/2 束

長ねぎ… 1/2 本（60）g

根しょうが………１かけ

焼く油………… 小さじ 1

お 湯 ………………100 ㏄

しょうゆ……… 小さじ２

こしょう…………… 少々

オイスターソース………

 ………………… 大さじ1

ごま油…………小さじ 1

ごま油（仕上げ用）……

…………………小さじ 1

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ●
固定資産税 ○ ○ ○ ○
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ● ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○

－材料（30 個分）－　

●作り方
①まずギョウザの種を作ります。

　キャベツ・ニラをみじん切りにし、塩（分量外）を

　振りかけます。しばらくしてから水気を絞ります。

　長ねぎ・根しょうがをみじん切りにして、ひき肉と

　切った野菜を混ぜて A の調味料を加えて混ぜます。

②ギョウザの種を皮で包みます。

　ギョウザの種を皮に中央にのせて、皮のふちに水を

　つけて、皮の片側にヒダをよせながら包みます。

　その時に、合わせ目をしっかり閉じます。

③フライパンで油を熱し、ギョウザの合わせ目を上に

　して並べて、中火で焼き色がつくまで焼きます。

　お湯を注ぎ、強火にしてふたをし蒸し焼きにします。

　水分がなくなったら蓋を取り、ごま油を鍋肌から注

　ぎ、皮が硬くなったら完成です。

おすすめ健康料理レシピ○154

『焼きギョウザ』 1 人分の栄養価

　エネルギー 239kcal　タンパク質 11.3g

　脂質 9.6 ｇ　食塩相当量 1.1g

子どもの救急相談♯８０００

 子どもが急病で医療機関にかかるべきかどうかの判断に迷ったときに、看護師などの専門相談員が、受診の

必要性や家庭での対処方法などを助言します。

●相談日・時間　月～土曜日…18 時～翌朝８時　日曜日・祝日…８時～翌朝８時（24 時間対応）

●相談方法　電話（短縮番号＃８０００）●相談体制　保健師または看護師が常時対応します

A

警察相談ダイヤル♯９１１０　

 
犯罪や事故の発生には至っていないけれど、悪質商法やストーカーなど普段の生活の安全や平穏に関わるさ

まざまな悩みごとや困りごとを抱えていませんか。そのようなときは警察相談専用電話＃ 9110 へ
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